	数学Ⅱ　2次関数とそのグラフ
	日時：平成17年6月9日（木）

	対象：高校1年A組 習熟度別クラス(女子10名)

場所：普通教室
	使用ソフト：Grapes　

形態：教師提示

	〔目標〕　
（1） 前2時間の学習をまとめて，y=ax2のグラフとy=a(x+p)2+qのグラフとの関係を理解する。

（2） 頂点を平行移動させた2次関数のグラフの方程式を求めることができる。

	〔指導時間〕
１時間　　　　y=ax2のグラフとy=ax2+qのグラフ

１時間　　　　y=a(x+p)2のグラフ

１時間(本時)　y=a(x+p)2+qのグラフと平行移動

１時間　　　　y=ax2+bx+cのグラフと平方完成

	〔コンピュータを活用するねらい〕
（１）　p，ｑを変化させたときの，y=a(x+p)2+qのグラフの位置の変化を確認する。
（２）　p，ｑをいろいろな値にしたときの平行移動の様子を，視覚的に確認する。

	〔準備〕
　PC，プロジェクター，Grapesファイル，グラフ用紙


	時間
	授業内容・活動
	留意点

	25分
	１．y=a(x+p)2+qのグラフ

(1) 　y=a(x+p)^2+q.gpsを開き，pとqを変化させて，y=a(x+p)2+qのグラフの位置の変化を確認する｡(教Grapes)
(2) 　y= a(x+p)2+qの頂点は(-p,q)となり，pの値については式の中と座標にしたときに逆符号となることから，今後座標の表示を(+p,q)として，式をグラフをy= a(x-p)2+q と表すことにするとして，平行移動，軸，頂点を板書してまとめる。(教師)
	（今回(2)の説明は，生徒にすんなりと理解されたようである。その後，pの符号についての混乱は，ほとんどなかったように思う。）


	25分
	２．教科書p75例題2『2次関数y=(x+1)2+2のグラフをどのように平行移動すれば，2次関数y=(x-3)2-1のグラフになるか。』を考える。
(1) どのように考えればよいか，はじめに生徒に考えさせる。(生徒) 
(3) heikouidou_p75.gpsを開き，平行移動の様子を，視覚的に説明する。(教Grapes)
(2) 頂点間の座標の差として，平行移動の数を求めることができることも説明をする。 (教師)


	・考え方として，2つの放物線の頂点の座標を比べて平行移動を考えるが，グラフを描いて確認することもできるようにする。


